
 

ＳＴＯＰ！ 介護崩壊！！ 

介護保険改善・介護従亊者の処遇改善求め宣伝 

-千葉民医連- 
 

千葉県民医連は、7日(水)夕刻、ＪＲ津田沼駅南口で11. 

11介護の日電話相談の事前宣伝を兼ねて、介護保険制度の 

改善と介護従事者の処遇改善を求める署名宣伝行動を行い、 

23人が参加。「介護・認知症なんでも電話相談フリーダイヤ 

ル入りティシュ」300配布、署名104筆が寄せられました。 
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介護・認知症     “ 安心できる医療・介護を “   

なんでも電話相談            の思い切実・・・ 
 

 

 

●「母がお世話になった。担い手いなくなったら困りま

す」と並んで署名してくれた中年女性。 

●「私も介護の仕事しています」と外国人の方が署名。

● 若いイケメンのお兄さん（あくまでも個人の感想で

す）は、「新聞やニュースで見える介護の現場。大変です

よね。頑張ってください」と署名。 

●参加者たちは「16時半から17時半までの行動だった

が、行列して署名をしてくれた人たちや通り過ぎても『介

護の署名なら』とわざわざ戻ってきて協力してくれる人

などいて、とっても励まされた」と話していました。 

 

 

１１月１１日は「いい介護の日」。千葉県社保協は「認知症の 

人と家族の会千葉県支部」に協力を頂き、「認知症なんでも電話

相談」を行いました。 

午前10時過ぎ、読売新聞（11/5付）の告知で知った方か

ら、2件の相談が寄せられました。 

  

2 ケースとも認知症のある方の栄養摂取について、医療側と

家族の思いがすれ違っている事例でした。 

相談員を務めた加藤久美さん（県民医連事務局長・県社保協

介護部会）は指摘します。 

「医療側と家族の双方の話し合いが十分ではないように見受

けられ、家族が率直に相談しづらい状況が浮き彫りになりまし

た。今後も認知症などにより、意思表示が困難な方が増えると

思われます。よりよいエンド・オブ・ライフ・ケアについて、

医療者と患者・家族の話し合いのプロセスが重視されることを

願ってやみません。」 ※エンド・オブ・ライフ・ケア＝終末期ケア 

 

民医連と認知症の人と家族の会から、合

わせて11人の相談員が6チームに分かれ

て待機しました。ご協力ありがとうござい

ました。 
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